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岡山縣小田郡稻倉村地方の所謂硯石層群

につし・て

今村外治・楠　見 久艇

1　ま’　　え　　が　　き

　所謂硯石統は，北九州及び中国地方に広く分布し，西南H本白墓紀層序論並びに地史

究明上，軍要な一層群であるにかかわらす，従来何れの地方からも，化石の産出極めて

稀で，古生物学的，にその時代を論する事の区難であつたことは，今更述べるまでもな

いo

　処が，昭和21年秀敬が，卒論として「岡山県笠岡町北方の地質止岩石」1）の研究中，

その隣接地小田郡稲倉村（註）の所謂硯石層群から化石Estkerites　2）を採集されわれわ

れの注意を喚起された。なお赤木健は，7方5千分の一府中隠幅地質説明欝に，r広島県

深安郡山野村原谷の硯石層頁岩中に鑑定に堪えざる植物化石，並びに小なるNatica　sp・

を埋蔵すJることを記盛れている3）。それで楠見の卒論として，両地方硯石層群の窃究

を訣みたの。その大要につV・ては，昭和23年4月，東京に於ける｝1本地質学会牽術大会

で，「岡山県西部の硯石統」と題して発表匹，，稲倉村のEsther．　itesに就いては，長谷晃

がその薪究結果を報告盛れた5）。昭和25年コ2月12。13の両H，肩本地質学会西M本支部

第6回例会の見攣地として稲倉村地方が選ばれ，天野巖久・太田喜久その他各位の現地

討論を受け，又小林貞一も現地を親しく検討され，有益な御教示を与えられ，遠藤誠道・

t には植物化石の鑑定をしていただいた。木野崎吉郎・小島丈児・長谷晃，秀敬には，野

外並びに室内研究に幾多貴重な御教示と討論とをして戴V・た。現地調：査に当つては，稲

倉村役場・同村酉光寺・山野村役場・同村安楽寺・森原一郎から調査並びに宿泊上多大

の便宜と御好意とを辱うした。是等各位に対しし深甚の謝意を糞したい。この地方の硯石

層群に関する従来の研究としては，府中慶幅及び同説明書に硯石層として示され，別に

稲倉村の南に隣接する地域に関しては，小島，秀両氏の研究強ある6）。山野村地域につ

いては，小沢儀明7，・張塵想8）・・J・林貞一9）等によつて論及された事はあるカζ，斎謂硯

石層群に就いての詳細な征究は発表されていなV・。山野村地方の硯石層群に就いては，稲

倉村地方のそれと，略同様の層序が認められ，その中部層頁岩からは，CerbicuZa？sp・

“’
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yiviparus　sp・と思われるもの，その他少数の小形molluscaを採集し得・たが，　Estkerites

頁岩は認め難く，又嘗て，小林貞一も述べられたように10），Natica　SP・の採集には相当

の努力を払つたにもかかわらす夫敗した。ここには，主として櫃倉村地方の硯石層群に

つbて報告し（山野｛寸地区ICついては別の機会にゆする）諸先嚢並びに同牽諸兄の御叱

正を仰ぐ次第である。

　　　　　　　　　K　稻倉村地方の層序

稲倉付地方の硯石層群は，不整合関係を以つて，その下泣に主として粘板岩と，之に

discordantに貫入する変輝緑岩の所調秩父古生層を基盤岩とし，その一ヒ位には，同じ

く不整合に，流紋岩と所謂新第三紀礫岩層とが累重するる

　硯石層群自体は，’一一一のdiSCOnformityにより，下部層と上部層とに分たれ，前者は更

に，下位の西ノ谷礫岩と，上位の由地頁岩とに2分される。h部層は即ち，石槌山諸色

凝次岩と称するものである。これらの層序閲係は，第L表のように示すことが出来る。

第一表

薪第三紀？

稲
倉
硯
石
層
群

稲倉村地方の層序概要

礫　　岩　　暦

　　　　不
流　　紋　　岩

　　　　不

（含蝿暦砂岩・粘土暦。植物・亜炭）

整　　　合

（凝力ξ岩を俘う嬢岩流）

整　　　合

上　部　贋…………石槌霞藤色凝荻岩63無

下　部
山

暦

非

地

整 合

頁岩7・m（禽瀦e欝ご枚員゜額（多））

西ノ谷礫岩79m（含銘色凝荻岩）

　　不　　　整　　，合・

　　攣　　輝　　緑　　岩

　　　　　　貫　　入
　　粘　　板　　岩（含礫岩質砂岩〉

　　　　A　基　　盤　　岩　　類　　　　　　　　　．　　　　－

　f秩父古生暦　この地域に発達する先硯石層群の基盤岩類は，従来秩父古生層として

取扱われて来たもので，黒色粘板岩を主とし，一部にこれと左層する礫岩質砂岩があり，

更にこれらをdiscordantに貫く変輝緑岩（metad　labase）があるe．黒色粘板岩は，で般

に堅硬で層理不明であるが，処によつては稲倉付片山，県道の西側稲倉魂神殖安姫神碑

石附近で見られるように，砂岩の薄層（20～40cm」：）を爽み，僅に層理「を読みとるこ

とが出来る。篠坂一猪尻県道以東の古生層は，かかる結阪岩によつて構成されて恥るが，
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果道以西特に竹尋付（旧．ヒ竹田村と下竹田付と合併して斬に竹尋付となつた6）川谷部落

附近では，粘板岩優勢の礫岩質砂岩互層が分布し，これらの礫岩質岩のeS　tcは径4　cm士

の石英理岩等も認められる。地域の北部猪尻・片山・大迫・宮地・白田及び西北部のf

ンダ池等で測定した処によれば，これら古生層の走向は，N70～30°E，　N70ん8ゲW傾

斜はN又はS30～50°±のものが多V・。地域の南部，県道に沿う熊rs池附近に於て脇

走向N74～80°W，傾斜N30°土を示して居る。これらの資料を綜含すると，古生層は少

くとも東西を樒曲軸とする1背斜2（又は3）向斜が推定され，粘板岩・礫岩質砂岩の

互層は，地域内古生層の比鮫約上部を代表するもののように考えられる。小島丈児。秀

敬が陶山村の古生層につV・て認めたように，広域の熱変成作用は陶山村入田・坪生付仁

井の粘板岩を除いて認められないようである。猪尻～タクミ池間の果道に沿うて露出す

る粘板岩では，その北方に露出する花嵩岩体の熱変成作用をうけてホル7フエルス化

し，鏡下で検すると黒雲母・白雲母の形成を認めることが出来る。

　これらの累層から未だ化石の採集を見ていないので，時代の決定は出来ないが，前記

の黒色粘板岩が硯石層群の頁岩と異なり，一投に堅硬で層理Ic乏しく，構造約に庵後者

が一般に緩傾斜を示すに対し，高変の傾斜を示し，屡々石英の白色細豚によつて貫かれ

て居り，硯石層群のそれとは異なる性質が認められ，叉層序的にも後者とは不整合関係

にある。確実には硯石層群堆陵前。広域熱変成作用前と云V・うるだけであるが，一応従

来の意見に従つて古生層としてお凄たい。

　2攣輝繰岩（meta－diabase）暗緑色・緻潜の塊状岩で，不規則な白色の細脈匠よつて

縦横に貫かれてV・る。鏡下ではdiabasic　textureを示し，輝石と曹長石とから成り，一

部前者から変質した角閃召と緑泥石とを認められる。この変輝緑岩は地域の甫部及び北

“zzで，略東西方向の細長い分布を示してV・る。何れも赤木建が、輝緑凝灰岩及び輝緑岩

として示された岩体の一部であるが，地域内で倭凝灰質岩を認め得ない。南部のものは

後述する篠坂断層によつて斜断され，且所謂箔三紀の砂礫岩層で覆われるが，小島・秀

両氏のmeta－gabbro＆meta－d　iabaseとして地質図に示された略東西に長い岩隊の一部

で，その北縁では，N20～3⑤゜傾斜の貫入岩体と解される。この関係は，陶山村青草に

於て，変輝緑岩の北縁部に接した古生層粘板岩が，変輝緑岩の一小岩豚によつて貫かれ

ていることからも明である。北方稲倉村宮地西北の大墨山（170，4m）を中心とする変

輝緑岩について観察すると，宮地池北酉端では，走向E－W，傾斜R45°の古生層詰板岩

が，変輝緑岩との境界面に略平行な層晦を示して居ること，この変輝緑岩体が全体とし

て略N68°W方向に細長く露出し，古生層の略東西に近い一般走向に斜交するような分

布を示すtとから察すると，古生層中にdiscordantの関係で貫入し然も北方に傾斜す
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る岩休のように判断されるe小島。秀両氏の観察によれぱ，南部の変輝緑岩は，古生層

粘板岩と同様熱変成作用を受けて居り，従つて，これら古生層の熱変成作用以前の貫入

岩体とされたが，この地方の所謂古生層岩堆積後．その造擢曲構造運動前の貫入か，そ

れとも，造摺曲運動の時階に近く貫入せるものかの問題は，当地域内の資料のみでは決

定困難のように考えられる。

B稻倉硯石層群

　地域内に発達する赤木健の所謂観石層は，岡山県小田郡稲倉村宮地。大迫・広島果深

安郡竹尋村川谷の線以南，小田郡陶山村青草・同篠坂・深安郡坪生村仁井の線以北で，

稲倉村を主とし，，一部は旧上竹田村に跨つて分布する。従来の知識と異なり，西甫日本

の所謂硯石層群中，Estheritesその他巻貝。二枚貝の化石を多産する特色あるものであ

り，層序も可成判然としている。然しながら，この地方の硯石層群が，近年松本達郎・長

谷晃・太田喜久11）の研究により，明らかにされつつある北九州地方の賭色岩層中，太照

喜久提唱の脇野層群12＞上の狭義の硯石層群のみを代表する亀のか，それとも，両層群

に跨る層群を代表するものかに就V・て，当地方の古生物挙的研究は未完であり，未だ疑

問の余地が多分に残されているので，当地域の硯石層群を暫定的に稻倉硯石層群と呼ぶ

こととする。本層群は非整合により，上部層（Upper　FOrmation）と，下部層（LOwer

Fomlation）とに・後者は更に，西ノ谷礫岩と山地頁岩とに分たれる。

1　下 部 層

a西ノ谷礫岩稲倉村西ノ谷都落を換式地とする。硯石層群の下郡を占め，古生層

粘板岩又は変輝緑岩を不盤合に覆V・，或は一部断層によつて是等と境を接している。本

層の上位には多く，整合関係を以つて次記山地頁岩が重るが，処によつては流紋岩又は

所謂第三紀礫岩層が累重する。礫岩を主とし，瀦色凝灰岩を爽む岩層で時に黒色頁岩の

薄層を爽むごともある。（西ノ谷部落より山地の谷えの入rsの神社附近では8枚の厚さ

20～3Gcmの頁岩層の介入が観察される。）本層からは未だ全然化石を発見していない。

全層厚79m～6mで場所により可成りの厚薄が認められるが，概して地域の周縁部に薄

く，中央部に厚い傾向がある。

　本層の上部と下部とは，岩相的に梢異なる特徴が認められる。即ちその下部は凝灰質

物を余り伴わす，礫には粘板岩も多V、が，その他に砂岩○珪岩・チヤート●ラヂオラリア

板岩・変輝緑岩・千枚岩等の所謂古生層岩と，石英瑳岩・灰曹長石一石英より成る文象

斑岩，特に注鼠すべきは，稽ミpaナイト化ぜる文募構造のアブP花高岩・黒雲母花醐岩
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のポーブイロイドミロナイト・花崩岩のヘレフリンタ様ミロナイト等酸性火成岩就中，

ミロナイト様岩の少からす観察される事で，これらの供給源に就V・ては∫将来検討せら

るべき興味ある問題と考える。爾，山野村・成羽・三原・及び豊松等岡山・広島両果下

北部地域に発達ずる所謂硯石層群の下部礫岩には，石灰岩礫を多く含むことが一・特色で

ある参，本地域の礫岩層には石灰岩礫の極めて僅少である事は注目すべき現象で，筆者

等は熊口池西方の山腹に露出する礫岩nj2C，径16cm士に及ぶ白色石灰岩礫数個を観察

し得た年過ぎなV㌔叉膠結物としては凝灰質物は余り観察されす・又頁岩質のような細

粒のものよりも，石英・長石粒の多い砂質の部分が多く認められる。礫の大V・さは，時

に径7～8cmに及ぶものも観察されるが，一般に1cm±以下の細礫で，円礫及び半角

礫が多い。次に，西ノ谷礫岩の上部は，鏡下で検すると，多量の粘板岩質礫の他に変輝

緑岩・花崩岩質岩のミロナイ等他岩の礫も必すしも少くないが，肉眼的には殆んど粘板

岩の半角礫を主とするかに見える礫岩に移化し，その膠結物は，肉眼的並びに鏡下の観

察によつても，石英・長石等の砂粒の極めて少V・頁岩質物である。屡々潴色凝灰質物を

伴い，且つ礫岩屯賭色襯灰岩を爽んでいる。礫の大“さは径1cm圭の細礫を主とす

る。本層の全層厚，及びその上部・下部と思われるものの厚さの大要は次表の通りで，

局部的変化が著しく認められる。

第二表
　場　　　所　　　1

　全層の厚さ　　　23m

　上部の厚さ　　17m

　下部の厚さ　　6m

2

33m

15m

18m

　3　　　　　4

3δm　　　79m‘

28m　　ve不詳

，10m　　　　ク

5

8m

Om？

8m

6

6m

Om？

6m

1．西ノ省西南県境，2．熊口池の西側，3．メ迫の南，4．石槌山の西側谷，

5．Pt　tt；奥二軒屋東，6．城關山の東部

N4では比較的下部にも藤色凝荻岩を爽んでいる。5・6・では銘色蕨荻岩を伴わ、

　ない。

　b　山地頁岩　稲倉村西ノ谷部落の東南方で，西北から東南に入る山地の谷の東北側

を楼式地とする。前記西ノ谷礫岩上に整合に累重し，黒色頁岩を主とし，一部に，厚さ

20cm±の申粒又は細粒裡岩との互層をも伴う岩層で，賭色凝灰岩を全く伴わす，中に

巻貝・二枚貝を含む化石層二枚と，Estkeritesのみを含む化石層二枚が見出され，こ

れらは相交互して累重する。Estheritesも二枚貝・巻貝も，上位の層のものは，下位の

層のものより化石の個体数は甚だ少いよう璽ある。層厚は最大約70mであるが・処によ

り著しく厚さを減する処がある。これは，堆積当時の局部的変化に基づくとのみ説明

するより唱，むしろ本層堆積後，次記石槌山赫色凝灰岩堆積前の，或る程度の侵蝕の影
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響が加味されていると解されるふしがある。本層は非盤合関係を以つて，石槌山緒色凝

灰岩により，叉一部は不整合関係により，流紋岩又は，所謂第三紀礫岩層によつて覆わ

れる。硯石層群に特徴的な賭色凝灰岩を欠き，且つ化石を比較的よく産する事から，極

めて良好の鍵層とすることが出来る。全地域を通じて，これまでに発見し得た化石の産

地数は，上位Estherites層8，下位同層34（一部上位のものを誤認の疑がある。），上

位二枚貝・巻貝層7，下位同層24の多きに及んでV・る。次にこれら化石含有層の上限と

下限の範囲は，現在ま℃に知り得た処では次表の通で，13m～46mに及んでいる。（柱

状図参照）

　　第2表　　　　　山地頁岩の層厚と化石産出の範囲

　　　場　　　　彦琶　　　、　　1　　　　2　　　　　3　　　　40　　　　50　　　　6　　　　　7　　　　80　　　　g°　　　　10　　　　11

　全暦厚m　　18　4138＋？　58　24＋P　20　　16　　38　40＋？　25　　70
　　　範　　匡m　　　　　10　　　31　　　　20　　　　46　　　　20　　　　10　　　　　？　　　　13　　　　30　　　　5　　　　　24

1．大迫南，2．山地谷北端の東，3．山地部落北側西，4．山地部落北側東，5．山地池むし小屋北

6．山地奥二軒屋北，7．采山の東部，8．城關山の東，9．大段山，10．石槌山，11．石槌山一片

　　山の梁線道　○印はEstherites層，二枚貝・巻貝暦全部知られたも．の，その他は化石暦の一部

　　の未だ知られていないもの

　山地頁岩層の詳細な層序は，柱状図にその一部を示してあるが，場処によつて或程変

の相異が認められる。模式地では，上位より下位へ次のような層序が観察される。

Yz

Y6

Ys

Y4

Y3

Y2

Yl

10m砂岩・頁岩互暦

5m　塊状頁岩

4m（－7m）剥理性頁岩（含Estherites少）

9m砂岩・頁岩互暦

5m（－10m）塊状頁岩（含ご枚貝・雀貝）

2m（－3m）剥理性頁岩（含Estherites多）

5m　塊状頁岩（含二枚貝・雀貝）

　Estheritesは極めて剥理性に富む一1aminaの平均の厚さは2mm一黒色頁岩中

に限つて見出され，剥理性が弱くなると，化石の個体数も少くなる傾向がある。叉他の

二枚貝・巻貝等の化石は全然発見されなv・。更に剥理性頁岩の全部に亘り一様に産する

のではなく，その一部の厚さに限られてV・るようである。例えば山地池の西北端，道路

の交叉する附近の露頭で観察すると，厚さ2m余の剥理陸頁岩中，　Estheritesを産争る

範囲は20～30cmの厚さに過ぎない。他方，二枚貝・巻貝を産する頁岩は，黒色又は暗

青色（風化すると灰黄色となる）で，一般に剥理性を示さない塊状頁岩で，Estherites

を含む剥理性頁岩の直上叉は直下にある場合でも，その化石を混する事は全くない。

上下二枚のEstherites層を比較すると，上層は剥理性が甚だ弱く，EstkeriteSの個体
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数も極めて少いが，下層は一般に，特に地域の中部に於けるものは剥理性顕著で，かか

るものの中からはEstheritesが密集して産する。地域の周縁部に近くなると，下層と

難も剥理性が弱くなり，この場合にはEstkeritesの個体数も少v・ように観察される。

然しこの場合でも，上層に比べると剥理生がよいようである。小林貞一・藤田旭は，満

州白璽紀松花江統産のEstherites頁岩が，屡々，著しい剥理生を示し，松花江駅附近

産の頁岩標本に就き，厚さ2cmのものに7枚以上，厚さ1．4cmのものに10枚の1aminae

のあることを報ぜられ各1穿minaが（Valved頁岩のように）堆積速度の季節的変化を物

語るものとされた13）。筆者等の当地方Estkerites頁岩に就いての観察によれぱ各

laminaの平均の厚さは2mm士で，松花江駅産のものに酷似してV・るが，－lamina中

での粒度変化は，少くとも肉眼的には認められなv・。この点は小林，藤田両氏の報告さ

れた満洲農安，伏龍泉産のEstherites頁岩に近い。支那ではこの’他にも，　Iamination

の著るしい頁岩中U．c　Estkeritesの多産することは，蒙古の白璽紀Ondaisair　Formation，

山東省の白墓紀Laiyang統その他からも知られ李四光は是をPapery　Shaleと表現し

てV・る1の。当地のEstl2erites頁岩の剥理性が，如何なる理由に起因するかの問題は未

だ明らかにしていなV・が，Estherites化石を含む為のみでないことは前記化石の産状か

らも認め得る。何れにしても頁岩の剥理性に注意することが，Estherites発見の最も大

切な鍵であつて，筆者の一人楠見はこの体験を生かして，岡山県川上郡三原村15）．及び

広島県神石郡豊松村地方の硯石層群頁岩（註）中から，其の後Estherites”の発見に成功

した。将来他の地方硯石層群の研究には，この剥理性頁岩の有無に注意する事は大切で

はあるまいか。次に化石の産状に就V・て附言したV・ことは，下位のEstherites頁岩中

化石の密集して産する場合に注意して観察すると，長谷晃の分類された（1）「Estherites

の各種型中，少くとも数型のものが，化石を含む岩石片の同一剥理面上に，同時に混在

すること」（2）「層準の粗異により，それに含まれる化石型の異なるような事実は未だ見

出し難V・こと一これは尚精密な観察と，採集によつて決定せらるべきかも知れなV・。

一
」③「Estheritesの化石の印像を，針の先端で剥して見ると，厚さ0．5mm士の

極めて薄V・化石片の直下に，これと同形・同大の別飼の殼の印像が新に見出され，

Estkeritesの死後，その両殼が互に遊離せす，その艦埋没されたように判断されるもの

が少からす認められる。叉中には，両殼は遊離しないが，多少殼の位置のつれたものも

観察される。これらの事審は稲倉の各型Estheritesの同時代と・当時の堆積が極めて

静穏な環境下16）で進んでいたことを物語るものであろう。

註　楠見により日本地質學會1951年度學術大會にて腰表の予定。
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るのがむしろ妥当であり，従つてその場合に上位のEstherites層が，石槌山凝灰岩堆

積前に削剥し去られたものとの解釈が可能となる。以上の諸事実より考えて，筆者等は

石槌山凝灰岩下に，非整合の存在を強調したい。

　　　　C　流　　　紋　　　岩

　府中地質図幅に，石英斑岩として示されたものの一一esである。地域の東部石槌山一宮

地附近，並びに采山四近の山地に分布し，その多くは，標高ユ40～15Cmの山上ezl分布

する。古生層粘板岩・西ノ谷礫岩・山地頁岩・石槌山賭色凝灰岩の旧期諸岩層を不整合

に覆い，更にその一部は所謂第三紀礫岩層によつて不整合に覆われてv・る。灰白色・黄

白色・灰青色等の緻密岩で，石英及び長石の斑晶時に黒雲母の斑晶も認められる。宮地池

西側の急崖では下底に厚さ約10mの凝灰質岩を伴い，その上に重なる灰白色流紋岩の下

部約・2mは灰黒色の敦離質流紋岩である。又宮地の南1粁の谷の南端附近には下底に近

く流理構造を示す流紋岩や，鏡下で脱破璃作用の著しく認められる暗灰色の鼓璃質流紋

岩も露出する。以上の事実より見て明らかにflOWと見徹すべきものである。宮地附近

ではflOwの厚さは30mを下らなV・。

　　　　D礫　‘岩　　層

　地域の甫部及び東部には，古生層粘板岩・変輝緑岩・硯石層群の各層並びに流紋岩を

不整合に覆うて，礫岩層が分布する。東部では標高略100～14Gmに，南部では標高70～

17em（陶山村平賀市西方丘）’の間に分布する。礫の大V・さは豆粒大一人頭大，礫の岩

質は黒色粘板岩及び黒雲母ホルンフエルス・珪岩・砂岩・変輝緑岩・硯石層群の蒲色凝
リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

灰岩・石英瑳岩・流紋岩等がみとめられる。礫岩を主とし，その他に花嵩質砂岩淡黄色

粘土を爽み・部分的には白色の凝灰質物を含む処もある。屡々偽層を示し，岩相の側方

変化が著しい。一般に，層理の認められる処では略フk平であるが，基盤岩の起伏に応

じ多少initiaI　dipの認められる処もある。層厚はその分布高度から算定して，隣接地

域では最厚100mに近V・処もあるが・一般には30m土である。赤木健は・新第三紀層礫

岩・砂岩として塗色され，大体中新統とされているようであるが松葉左等で保存不良の

植物化石を産し（註），叉坪生村の砂岩中に薄い炭層を挾有すると赤木健は報告されてV・

る17）が，筆者等は何れも観察してV・なV・ので，化石による時代の考証は困難である。

岩相より見て非海性の恐らく河流堆積物と考える。竹山俊雄の尾ノ道層18）に対比すべ

きものかも知れなV・が，未だ確めていない。

註　秀敬の談によれば，中篠坂金李蔽雄宅で嘗て労戸を掘つだ際，墾輝緑岩直上の砂岩中から植物

　化石を産した。



10 今村外治・楠見　久

m．　地　　質　　構　　造

　硯石層群下の所謂古生層は，既に論じたように，略東西方向を軸とする波状摺曲をし

ているようで，地域の北部片山一宮地を結ぶ一背斜軸と，大迫一熊口池の中間西ノ谷

附近を通じて，一向斜軸の推定が可能である。更に北部には，大星山を中心とする，又

南部には熊口池を北縁とする，何れも北方に傾斜する変輝緑岩の貫入岩体がある。硯石

層群は，かかる構造の基盤岩上に不整合に堆積したものである。西ノ谷礫岩及び石槌山

凝灰岩は，共に走向・傾斜の測定には不適当であるが，山地頁岩待にその剥理i生頁岩は

この目的にば良好の岩層で，それによれば，一般に20～10°土の緩傾斜を示し，その走

向並びに傾斜方向には変化が多いが，大局的に見て，地域の北部では南に，南部では北

に，西部では東に緩く傾斜する傾向にあb，叉岩層分布の上から見ても，東西に梢長い

緩傾斜の盆状様構造を推定することが出来るが，その後の断層運動で変形ざれている。

この造構造運助だ，流紋岩流が関与しているか悉かは，このような小地域の観察からは

速断し難い。

　断層系地域の南縁並びに中部には・NEE・一一SVVW方向の略平行に走る・顕著な二

本の断層が認められる。南部のものを篠坂凱層，中部のものを友竿凱層と呼ぶこととす

る。篠坂断層の決定は，（1）坪生付峠部落北方200m余の｝也点に於ける変輝緑岩中の断層

露頭，（2）城関山南側（陶山村松葉左の西部）で変輝緑岩と西ノ谷礫岩上部とが隣接

し，後者がN63°E，　SE70°±の異常的急傾斜を示す事実，（3）稲倉村采山部落附近に於

ける諸岩層分布の不調和陸等の資料によつたものである。友平断層は，（1）西ノ谷以西

・ 嘩地に於ける岩層分布の不連続性・（2）友平養南北に於ける諸岩層分布の層序的高度

の異常性③友平谷一宮地谷間の峠附近に於ける山地頁岩の傾斜角受の異常！生一

此処ではN58～60°ESE70～75°一一一’￥の資料により推定した。この断層は前記峠

以西では北落容峠以東では南落の喋番断層と推定する。以上の二主要断層の他に，両者

に戴られ，山地谷を北北東一南南西に走る3本の断層が認められるが，何れも西落の

楷段断層を形成する。断層形成の時代はNEE－SWW方向のものが後期のものであ

る。この後期断層は所謂第三紀礫岩層の分布高度に影響してv・ることは認め難い。

皿地質時代と蜀比
　稲倉硯石層群から化石を発見されたのは下部層の山地頁岩からで，前記のように多数

のEstheritesと，二枚貝・巻貝とが採集され前述のように産地も多数発見することが

出来た。この他に植物化石は極めて稀に発見されるが，西ノ谷西西北の山上の同頁岩
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から，“BrachyPlzyZiπm”sp・，　Elatocladecs　sp・を産し前者はドイツBavariaのユラ系

に産するAthrotaxites　tecoPodioides　Ungerに近い。二枚貝・巻貝に就V・ては，遺

憾ながら未だその古生物塁的研究に着手していない。是等二険貝・巻貝の化石が下部

Estkerites層と墜合に上下に伴う頁岩層中に産すること及び更℃その上に．ヒ部Esther－

ites層が盤合的に重なる事から淡水1生のものと認められる。　Estheriaeに就V・ては長谷

晃の研究があるが19），成長線以外のornamentationの認められる良資料は得られす，

未だ完成の域に達してV・ない。然し同氏の報告された処症よれぼ，稲倉付産Estheriae

は型態上からEstkerites　a，　E．　b，　E．　c，　E．　d，　E．　e，　E．ノ，　E．9の六型とE．　bコ，　E．　Cl

E・dユ・E・d2・E・e・の5変異型とに区別さPt壁等の中

　　Estherites　d　＝　E．　cf．　kyb’ngsangensis　Kobayashi＆Kido　（洛東統）

　　E．　　　　　dl＝　E．　cf．　ky湧ngsangensis　var．〃iediatis　Kobayash　i＆Kido

　　　　　　　　　　　　（新羅統）

　　E・　　　　9　＝　E．cf．　naたtongensis　Kobayash　i＆Kido（洛東統）　　　・

とされ，従つて稲倉硯石層群が洛東一脇野層群に相当する可能産が痔たれると述べら

れた。他方筆者等の今日迄の採集品に就v・て見ると稲倉Fauna中には洛東一脇野層

群のFaunaに見られるTrigonioides　kodairai　Kobayashi＆Suzuki，　Plicatounio

naktongensis　Kobayashi＆Suzuki・Plicatounio　triqngularis　Kobaya5hi＆Suzuki・

Brotiopsis　wakinoensis　Kobaンashi＆Suzuki並びにそれ等の類似踵は全然見出し得

なV・。これは時代の相異によるか，それとも環魔の相異によるか，稲倉fauna全体を

研究の上で決定されなけれぱならない。

　他方松本達郎・長谷晃・太田喜久氏等の研究によれば福岡県脇野地方で小林貞一e太

田勇両氏が区別され冷協野層及び硯石統20）を化石の産状並びに層序関係から脇野層群

に一括され，更にこの．ヒに整合的に硯石層群の重なることを小倉市南方及び直方市西方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
百合野・六岳地域の研究から報告された。又松本達郎は山ロ果西部豊西地方に於て吉母

貝層を上限とする豊西層群上に見磐丘平行不整合に硯石層群が重なるも，両層群の聞に

著しV・層序上の間隙のあることを指摘し，更に硯石層群自体の中程に広範囲に亘為不整

合を認め，是を上・下両亜層詳に区分している18）。

　以上の事実を綜合すると，稲倉現石層群は洛東統上部から新羅統下部迄，並びに松本

達郎の長門に於ける硯石層群に対比ぜしめることが妥当1生がある。若しこの考が認めら

れるならば・豊西層群．ヒの硯石層群中に見られる不整合は，稲倉の同層群中の非整合に

対比の可能性も生する。このことは，山野村地方に於て，稲倉硯石層群上部層に相当す

る蒲色凝灰岩上に，珊岩流，更にその上位に不整合に流紋岩流の累重する関係とも，調

和性があるように考られる。
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OII　the　Inkstone．Group　of　Inakura一血ura　District，

Oda－gun，　Okayama、Prefecture，　Jal）an．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（abstract）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　Sotoji　Imamura＆Hisashi　Kusumi．．

　　　The　Inkstone　group　of　Inakura－mura　district，　Oda・gun，　Okayama　Ptefecture　rests

unconformablyρn　foIded　Chichibu　PaIaeozoic　slate　formation　and　meta－diabase，　and

is　overlaine　by　rhyolite　now＆so。called　Neogene　Tertiary　conglomerate　fo面ation

with　uhconformity・　The　Inkstone　group　can　l）e　divided　into　2　formationS『with　dis－

conformity，　Upper（Ishi2uchiyama　r俘d　tufr）＆Lower，　while　the　Iatter・subdivided　into

the　upPer・Yamaj　i　shale＆the　Iower，　Nishinotani　Conglomerate．　The　general　strati－

graphy　of　this・district　is哀s　fo110ws．

，　（upper　Tertiary？）　　　Ccnglo訟erate　folmaticn　（with　cross・bεdded　sandstone＆clay）

　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　unconf．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RhyOコite　　flow　　　　　　（with　tuff）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uncO皿f．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・………・・…・・…・…Ishセuchiyama．red　tuff

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　disconf．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Inakura　Inkstone　group

　（Paねeccretaceous激）

‘

！Uppe「f°「mat’°n

t

1．。w。，f。，m。ti。n
～「amaji　sha：e，（with　E3坊〃ites，　non・marine

　　　　　　　　　　　　gastropods，　pelecypods　＆

　　　　　　　　　　　　

Athr伽X｛老¢S　cf．；ecOρod重oides）

Nish加otani　conglomerate

ロnconf．

S。．。a11，d　　！

Chi・hib・P・lae…i・　）

　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　Meta・dぬbase　・　　　　　　・

　　　　　　　discordant　intr血sion

Slate　formation　w　ith　conglomerat　ic　sandstone

　　Nishinotani　conglomerate　＆　Ishizuchiyama　red　tuff　with　no　organic　remainsl　are　・

ch容racterized　by　some　amount　and　a　Iarge　amount　of　red　tμff　respectively，　while

Yamaji　shale　with　no　red　tufr　Contains　rare　plant＆abundant　fossils　as　non－marine

gastropods，　pelecypods　and　Estkerites　the　last　of　which　is　the　first　discovery　in　the

Inkstone　group　of　Japan・　Though　pa1aeon重ological　study　on　the　Inakura　fauna　has

not　yet　been　co取1Pleted，　Some　typeS　of　our　Esth〃吻s（Esth〃ites　cf．　kyoηgsang・一

eηsis　K・＆K・・．E・cf．　kyb’ngsa・gensis・ar・medialis・K．＆K．＆・　E．・£．　uakt・ngensis

K．＆K．）are　known’to　be　common　with　those　in　the　Naktong＆　SiUa　groups　in

Korea・but　ng　Naktong・Wakino　types　of　TngonioideS，　plica重ozznio＆Bγotiopsis　are

discovered　in　Inakura　fauna．　Nishinotani　conglomerate＆Yamali　shal6　will　probably
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correspond　to　the＾upPer　sub・group，　while　Ishizuchiyama　red　tuff　to　the　upPer　sub。

group　of　the　Inkst6ne　group　in　the　western　Nagato　defined　by　Prof。　T。　Matsumoto

（1948）．　The　Inakura　Inkstone　group　will　correspond　to　the　upPer　part　of　Naktong

group＆the　lowerL　part　of　Silla　group　in　Korea・

’
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